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A・F・・1・及 びJ・SB・d・mi一 ・k素一9E酸{ttaveEIのスペ 牲 ル.%
W.Finkelnburg及びH-」.SJhumaehe"二 酸 化鹽肇の スペ ク トル及び光r-
2
化學的性質
H.S.T。yl。。及びD.V.Si・kma・一 酸化亜鉛表Wh一に於 肪 吸着 と「xma''''"4
W.W、R。,s,1及び0.C,B・ … 一Ni及 び鱗 媒 に於 け る鱇 の吸黼"・'"5コ
A.RUbbelOhde及びA.Egerton一吸着現 娘の動力學7
E.A.Arnold及びR.E.Burk-Os表 面 に於 け るNH3の 熱分解8
K.H.G。{b及びP.H・ ・b・.・k.一9一…ee鳴瓦斯 應 に於 ける螺 原子存在の證
9.明
f,
G.v。nElbe及びB,Lewis一一〇H+Hs=H,O+Hな 砿 應のイ∫辮 一''"11










物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)
、(n, 抄
'録
水 素 一 亞 酸 化 窒 素 烙 の ス ペ クrr
A.Fowler及びJ.S.Bndami,Pr(xおRgy.40C.A-133,325,(1931)
水素 と靤酸化窒素化合の際の焔の スベ ク.rルを波長8225-2250Aの間で觀察
坏 揖 る?ゆ 群灘H・ とN,0の 齡 ユ撕 ・歟 した ものa.の{,でN;・
を燃 した もの及 びN,0の 中でH;を 燃や した もの との耳毬で ある。
H,一N.,O僞に現 はれ て來 る スペク トルは アムモ 昌ヤ瓦斯 と酸素 との化合の
暢合に現 は れ る もの と同一であつて,帶 スペ ク トル と してその分子の存在が認
め.られ るのはNH(ア'ム モ ニャのG-baodsと呼 ぶ),HO(WaterYapour
bands),及びNO.(皿寅d.positivenitrogenband;..)であ る。そb他 に所謂 アム
モ轟ヤのa-bandsと呼ばれてゐ るパ ン ドも現はれ.るが,こ れ はNH:に 屬 す る
と云はれ.てゐる ものであ る,NHa分 「FからaるSchusterbandsは現 はれ て來
ない。






二 酸 化 鹽 素 の ス ベ ク/.w及u光 化 學 的 性 質
、V.Fi【ilcclnburg及.こκII-J.8chumachcr,、
Z.phpa.Chem.F3cxlenstein.F誌_Band,〒04,(1931)
C10:瓦斯の吸嫁霤 は λ5225ムか ら始 まつて26DOA迄 の間に約77個ほ ど現
はれ る8750か ら短波畏のJihある卿 嬬 には・分子の廻轉 の量子イヒによつ
一(抄 、働 一
物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)
.抄 録 (3)
て起 る吸牧線が不明瞭 になつて居 る。即ち3750五の所でi}'7はPredissociation
を起 して居 るのである(矇 瀧分 子スペ.クrル)。Predissociationが起 り始め海波
長 は分7の 解離熟 に相営 す るのーで あるや:,iltの場合 には
.ClO.尸一>qo十 〇
なる分解 をす ると考へ られ る。一般ltPredissociaHonより計 算 した解雛勲 の値 は
眞の倣 よ りも逼か に大 きis値を與へ るか ら8750に 相當 する?6Kcalは 解維
熱 の最 大値 を一:すもので ある。徇PreαiSSQεia耳onが徐Rに 起 つてゐ るか ら,二
つ のエネルギ ー曲線の交點は解雛 エネルギー レペル よ り もつ つ と上 にあると思 は
れ るoくTurner)
77Qqの帶 の端 の波長 を測定 して,外 挿約に蒂の牧斂極垠 を推定 すると3900土
1000emとな1)凡そ111Kcalに0る。171KcalとPredissociationに於ける76
Kα祕 との差 は35Rca1であるが後 者は大 き目に禺て來 るか ら實際は35十XK6〔4
で ある。一方'Dの 欺態 にある0原 子の剌戦 ヱネルギ ーは45Keal(1.96soft)
で あ るか ら,極 限に於 け る解離 は
C1つ.曇ナhンー 》cio+Oeヱ))
と見做 す=1Fが川來る。 これ らfaNO望の光に よる解離 と比較 に酷似 してゐる。
この値 か ら次の二つの解雛 ヱネルギーを計算 する事が 穐來.る。
CIQ十63Kc｢L=CLO十〇
qD+as±SKeal=CI+O
CIO:瓦斯に水銀 ラムプの光 をあでうとC!..Oaが出來るが この光化學 反慮の槻
梅 をPrξd』s㏄iationに依 る解離 と明瞭な吸牧帶 との場合 に分 けて考へてゐる。









物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)
(3.) 抄 録
NO(ゴヒ.川1)











化亜鉛の表面に於けるイソプ・ビ ルーアルゴールの分解1ζ際 して附加 した水並び
に反應に依つて生域 された水が非常に強 く股水反應.を抑制する事を見た。
.そこで酸化亜鉛に對 する水の吸着 を測定 し,その吸着熱30,000C![Z.を得た。
此値fara'なる吸着熱でな く吸着の:;:性nとの和である事は吸着速度の除々なる
事と.高温に於て も脱蓿 し難い事か ら想際される。(H.S.Taylor;」.Amer.
Chem.Sac,53;.518(1931),物輿化學の進歩,第五卷,(紹)..29參照)此様な強




釜 ・瓦・一胆 厨 勘 揮
右励 第一項は嚇 讖 第二囎 蒸飜 慶をあらはす。之癲 分し更・蕃 一
〇.と置くと等堅吸着の場合の最天吸着量を示す澀度 丁戯 が毎られる。
一(抄 録}一


























Ki及 銅觸 媒 に於 け る酸 素 の吸 着熱
W.W。ltusaet及び0.C。Bacon,
J._¥m.CLem.Soc.54,54,(1932)
純viaNi及びCu觸 胤ThO」で助觸 したる此等の觸媒に於 ける酸素の吸着量




測定の結果(a)一 般にNiはCuよ りも大なる吸着容量(約4紛 を有 し
助觸 した ものは,せ ざる ものに比 し其の吸蓿容量が約3-9倍 大になるζとを見
な。 ψ)叉 吸茄熱(積分)もNiがf.uより大であつて,捉 進剤め存在ば吸着熱
を或る程度に高めるものであることを見た。但 し此れは熱處理を しない最初の觸
媒1ζ於てのみ然 りである(以下舉照)。(c)0℃に於て酸素で+分 に飽和 した る鵤
媒を適欝なる高濃唆(170L400')に於て.眞室中に於て,迹當なる時間熱處理.する
uxは酸素に對 し0。に於て再び吸着能を有する。斯 く再生 したる觸 楳を再び(wrc
於て酸素で飽和 したる後,如上の熱處理 を行ふ時は又皿び其の活性度を再生 し,
此れを幾圓も(觸媒全韮が酸化物に變するまで)繰姻 すこと力咄 來る。但 し再生
一(抄9鋒)一
一 一.一一




分に商 く且つ長くあれば再生鴻媒の吸着容量はそれに比 して大 とf.n.同時に吸
蒲熱 も幾部分大に准るd觸 塚はsooｰ(Ni)及び.27(ア(Cu)に於 て還元 して製 した
.るものであるから此等
の温度 以上に於てはSinteringが同時に 起 るが 一ヒ述の現
象は叨か1ζ認め.られる。漬 し(c)及u(d)は凡ての編媒に對 して共通なる現象
である。








せる不飽和原子が存在すると考へられ る。故に最 も不飽和な原子(從 つて最 も活
性な原子)に於ては0`lcb?ても酸化物が生陵されるであらう(假定1)。然 し左程
活性でない原子に於ては醸素 分子は唯共の募湎 に活性化歌態に於て吸着 さttてゐ












は0'に於て も酸化物を生域すると した。 齔れは實醗的に も可能であるζとが解
った。即ち最活性な觸媒N.Cuに 對 してj8の吸着熱は夫々98.oooo,82000cal
よりも大であって,iliれは夫 々NiO.及.Cu_0の生成熱110.000,F3700cadに略.
等 しいか らで ある。双假定(11)帥ち左程活性でない衷面に於ては活性f臥態に
於て吸CALて ゐることは次の實驗によつて確めた。2aち飽和吸着せ る鱗媒を黙
處理 したるものに更に酸素を飽和歌態に吸着させ,0∂に於 て更に水素 を吸着させ.
允。然 ろ時は酸化物に變 ヒたるものは篭 も遐元されない⑳に.反して,再生後吸着














た ものであるO實驗 としては活性炭に.よる水素の吸着を液體醵素の温旋で研究 し
た。先づ+備 製せる活性炭q溺9>に 水素 を2i・m・の墜力に入れて30分間.
一(抄 録)一






















鄭 し得る様になれぱ,吸 着ボデンシヤル怯恵激に減少する ものである。而 して遡
轉に要する最子數は各面によつて相達する.ことによりて,此の不運績性が起 るも
のであ らうと考へてゐる。(李)













一・・啣 唹 ・測定 した.而し鱗 ・反驪 館 睾 一・(・一・耽 ・式で・く




は,觸 黻 両がNH3と 生成物によつて賂々等量に吸着 されてゐること,及び前
者の吸」翻 と後者のそれが略 々等 しい(生成物の吸着熱が櫪 く少 し位大い.と考へ
られる)こ とによつて理論的に設明.Gれる.o
夊著者等は此v)場合の話性化熱をa,生.命(反應物の牛分が 分解するに要する時
聞 及四孚生命の測定 よn-r-kazsoo及42.200catであ7ることを見t"此 れは
W表 面に於け.る分解に於て得たる價と略々一致 し 眞の.活性化熱に近いものであ
るとしたo.(李)・
鹽 素 爆 鳴 瓦 斯 反 應4zli4け.る水 素 原 子 存 在 の 證 明
R.II..Geib及0:P.Harteek,
7..phys.Chew.[13]15,ltfi(1932)




であるが普者は こMこ 現 はれ る水素原 子の實 在を證 明せ んと試 みた。薯者は最近
一(捗.鍮.1一
物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)
(io》 抄 録.・
嘆かの濃度のm原 子の存在をも詮明 し得る方法を發表 したがそれはパ.ラ水素が




一」黌 彑 一一・x田・り 或は積分 し・
嵎1篇 一鋸 一x。 求。。欄 子。分壓。あ。。
扱水素 を過剩に した混合瓦斯に光.を欝てL警素が無 くなるまで曝喜を績けると
}つの水紫分子は.x!;2000水素原子と衝突する事になるがこれだけの衝突で.はパ
ラ水素の變化は約1鰯 起るにすぎすかtる僅少の變化は確認する事がw來'AO














































































































な る反感 の有効辜及 び活性 化熱 を計算 した。.反應容器(86cc.)rz入る 光 量子 の
總數 は2×10"(一秒 について),その30%が 吸孜 され,一 量子でH,O;→20H
になるoこ れ か ら一秒時間 に幽來 るoffの 數 は1.4×10"/ceとなる。實際水囎
索 の反慮 してゐる量 は5.OX10"である。.それ故 にoaの 定常濃度 は ≦5.5X
ionとせ られ る。實驗の條件の下 でOHとAsと の衝突 回数 は3.9×10麗/S?C
CC.なる故に,.ヒの反應 の有効率 は1/7×109となn,活 性 化熟 は14,100σα」とな
る。後者はKlinkhardt及びFrankerburgerの値 とよ く一致 す る。巫に上 の反
慾 以外に酸素水素の 反恋 の際 にOH..のな く.なる反應 の可能性 に就 て.論じ,上 の
反應以外は實際上考へな くて もよい と決論 してゐる。(城 野)
?
?
石 英 表面 に於 ける水素 酸 素の結 合,及 び
それ と氣 相 に 於 け る 連 鎖傳播 との關 係
Garstang及び1矼岫 飢w・面,P漉 ・120y.Soc,.134A,1(1931).
水纖 の結合に就てLれ まで明かにされた諸現象を読明する露には蓮鎖 を幽
發 させる爲には悶體表面を要 し この蓮鎖が氣相に於て,技分れ'してこれが爆發の
條件を主として決定するとせなければならないAlyeaはこの反慮と固體表而と
の㈱係を研究 して爆發の上限壓力を販着層の變化によつて読明 した。著者は表面











の欄 搬 繰 へな噸 ぱな らなNa
所が3ζ次.甲.捺な實驗 を行つた。anち爆發の上限壓以上の壓 力だけ猿め酸素或は
水素を反應容器1こ充た し 然る後他の瓦斯を徐々にカilへた。Algcaの假詮若 く1ま
それの酸素水素 の役割を逆1ζした考へによれぱこの何れかの場合葬常に都合よく










於て二つの壓力の範團内に於 て の み 識火し それ 以外の壓力では燃燒が起 らな
Na一定の壓力の混合氣體を入れた蓉器を油糟に浸 し,その温度 を商めて行つて












20。乃至130℃の間で種 々の壓力で水銀燈の光を照射 した處が全 く作用がなか・
つた。徐 々な反應が起 らfitrのみな.らす,爆發め限界壓を も變へなかつた。從つ




迚鎖を作 り,迹當浤條件の下に於ては蓮鎖が 被分れ して爆發を起す。o:は蓮鎖
のfit!播に興か り,cs,は或種の化學反慙 によつてζれを破 る。蓮鎖は夊壁に於て
破壊 され,殊 に壁が容易に吸着され るcs,その他の瓦斯で 被はれてゐる場合は
一屠よく迚鎖を破るのである。併 し乍ら壁の脱活性は爆褒に對 して二次的の意味
しか有 しない ものである。(城.野)
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{一 〔抄 録)一
ρ
1
